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10
月
14
日
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
見
学
会
は
、
市
教
育

委
員
会
と
秋
田
県
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
の
合
同
開
催
。
今
年

度
、
北
秋
田
市
内
で
は
伊
勢
堂
岱
遺
跡
、
橋
場
岱
Ｂ
遺
跡
、

漆
下
遺
跡
、
向
様
田
Ａ
遺
跡
の
４
つ
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

見
学
会
に
は
、
市
民
を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
お
よ
そ
40
人

ほ
ど
が
参
加
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡
と
森
吉
山
ダ
ム
完
成
後
に
水

没
す
る
小
又
川
流
域
の
３
遺
跡
を
巡
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
縄
文
時
代
後
期
前
半
（
今
か
ら
約
４
千

年
前
）
の
遺
跡
。
平
成
７
年
の
調
査
開
始
以
来
、
こ
れ
ま
で
、

４
つ
の
環
状
列
石
や
配
石
遺
構
な
ど
、
多
く
の
祭
り
・
祈
り

の
施
設
が
見
つ
か
り
、
平
成
13
年
に
は
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
役
を
務
め
た
市
教
育
委
員
会
の
榎
本
剛
治
主
任
学

芸
員
は
、
今
年
度
行
わ
れ
た
第
13
次
調
査
で
は
遺
跡
中
央

に
位
置
す
る
環
状
列
石
Ｃ
の
西
側
平
坦
面
を
発
掘
、
配
石
遺

構
、
溝
状
遺
構
、
50
基
以
上
の
柱
穴
な
ど
、
多
く
の
遺
構
を

確
認
し
た
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
上
で
、
今
年
度
の
調
査
で

初
め
て
竪
穴
住
居
跡
１
軒
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
又
川
流
域
の
３
遺
跡
の
う
ち
、
市
教
育
委
員
会

が
実
施
主
体
と
な
っ
て
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
る
橋
場
岱
Ｂ

遺
跡
は
、
縄
文
時
代
前
期
か
ら
晩
期
を
中
心
と
す
る
遺
跡
。

ま
た
、
遺
跡
西
側
で
は
今
か
ら
約
１
千
年
前
の
十
和
田
火
山

（
現
在
の
十
和
田
湖
）
が
噴
火
し
た
時
に
降
り
積
も
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
火
山
灰
の
層
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

現
場
で
は
市
教
委
の
細
田
昌
史
主
査
が
、
こ
の
火
山
灰
の

層
か
ら
出
土
し
た
丸
太
材
に
つ
い
て
、
「
年
輪
の
目
が
密
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
直
径
１
ｍ
ほ
ど
の
天
然
秋
田
杉
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
加
工
さ
れ
た
痕
跡
や
、
焼
け
て
炭
化
し
た

部
分
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
何
ら
か
の
構
造
物
で
、

火
災
の
影
響
を
う
け
た
も
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
説
明
、

参
加
者
は
熱
心
に
メ
モ
を
と
っ
た
り
遺
跡
を
写
真
に
収
め
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
15
日
に
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
「
北
の
縄

文
文
化
回
廊
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
と
マ
ツ

リ
』
〜
伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
め
ぐ
っ
て
」
で
は
、
縄
文
文
化
の

研
究
者
の
講
演
や
参
加
者
を
交
え
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
「
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
と
マ
ツ
リ
の
道
具
」

と
題
し
た
弘
前
大
学
人
文
学
部
・
亀
ヶ
岡
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
の
藤
沼
邦
彦
教
授
の
講
演
で
教
授
は
、
縄
文
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
祭
祀
や
生
活
に
使
わ
れ
た
土
器
類
な
ど
を
紹
介
し
な

が
ら
、
▽
縄
文
人
は
安
定
し
た
小
さ
な
社
会
を
持
続
さ
せ
る

た
め
、
狩
猟
を
基
本
に
消
費
す
る
社
会
を
形
成
し
た
。
そ
の

こ
と
で
１
万
年
も
の
間
縄
文
時
代
が
続
い
た
▽
ス
ト
ー
ン
サ

ー
ク
ル
は
、
労
働
や
祭
り
と
い
う
「
消
費
」
の
た
め
の
施
設

だ
っ
た
▽
優
れ
た
工
芸
品
や
記
念
物
を
作
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
余
剰
生
産
物
を
持
た
ず
豊
か
な
自
然
に
身
を
ま
か
せ
、

ゆ
っ
た
り
と
生
活
し
て
い
た
た
め
、
と
説
い
て
い
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
10
月
、
市
内
の
遺
跡
を
中
心
と
し
て
、
北
東
北
・
北
海
道
な
ど
で
花
開
い
た

縄
文
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
14
日
に
は
市
内
の
縄

文
遺
跡
の
見
学
会
、
ま
た
15
日
に
は
「
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
と
マ
ツ
リ
〜
伊
勢
堂
岱
遺
跡

を
め
ぐ
っ
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
市
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
参
加
し
た
考
古
学
フ
ァ
ン
ら
が
、
発
掘
調
査
の
成
果
を
知
る
と
と
も
に
、

北
秋
田
地
域
の
縄
文
文
化
の
豊
か
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

遺
跡
見
学
会
（
10
月
14
日
）
・
北
の
縄
文
文
化
回
廊
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
15
日
）

■
北
東
北
・
北
海
道
で
花
開
い
た
豊
か
な
縄
文
文
化

今
年
度
の
調
査
で
は
じ
め
て
竪
穴
住

居
１
軒
を
確
認
〜
伊
勢
堂
岱
遺
跡

加
工
さ
れ
た
跡
の
あ
る
天
然
秋
田
杉
が
平
安

時
代
の
地
層
か
ら
出
土
〜
橋
場
岱
Ｂ
遺
跡

「
消
費
」
を
基
本
と
し
た
豊
か
な
生
活
を
送

っ
て
い
た
縄
文
人
〜
藤
沼
教
授（
講
演
会
で
）

は
し
ば
た
い

た
て
あ
な

う
る
し
し
た

む
か
い
さ
ま
だ
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【▲伊勢堂岱遺跡】
　今年度の調査で初めて確認された竪穴住居跡。直径
約４ｍの円周上に配置された柱穴と、その中心には火
をたいた跡のある石囲炉（円内）が見つかった

【①②③橋場岱Ｂ岱遺跡】
①縄文時代の落とし穴。けも
の道に沿って複数の穴がジグ
ザグに配置され、捕獲がかか
りやすいように巧妙に設計さ
れている。発掘したこの穴に、
うさぎやネズミがかかってい
たことがあったという

②木の実などの食料を蓄
えた貯蔵穴。説明員が持
っているのは穴から出土
した土器

【▲向様田Ａ遺跡】
旗竿やトーテムポールのような
太くて長い柱を立てたと思われ
る大型柱穴も見つかった

【▼　漆下遺跡】
①不思議な形の配石遺構。全体が一組で、
何らかのシンボルと考えられている（発掘
当時）。②土坑から見つかった謎の石製品。

③
平
安
時
代
の
地
層
か
ら
出
土
し
た
秋
田
杉
の
遺
材
。

何
ら
か
の
構
造
物
で
、
一
部
は
焼
け
て
い
る
こ
と
か

ら
火
災
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る▼

▼

▼

①

②

▲

①

②

③

▼縄文文化について理解を深めた「北
　の縄文文化回廊フォーラム」。円内

は、講演で「縄文文化は消費
を中心とした豊かな文化
だった」と説いた弘前大
学の藤沼教授


